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一
．
路
上
自
動
車
修
理
工
？

　

デ
リ
ー
の
路
上
自
動
車
修
理
工
は
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
⑴

。

　

第
一
に
、
路
上
自
動
車
修
理
工
は
四

輪
よ
り
も
二
輪
の
ほ
う
が
多
い
よ
う
で

あ
る
。
二
輪
の
ほ
う
が
占
拠
す
る
ス

ペ
ー
ス
が
小
さ
い
の
で
、
路
上
で
の
作

業
に
対
し
て
気
軽
で
あ
る
。
ま
た
、
二

輪
は
四
輪
ほ
ど
技
術
的
に
高
度
で
も
複

雑
で
も
な
い
の
で
、
修
理
事
業
へ
の
参

入
も
相
対
的
に
容
易
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
路
上
自
動
車
修
理
工
は
、

多
く
が
小
規
模
な
個
人
事
業
主
の
も
と

で
仕
事
を
す
る
人
た
ち
（
事
業
主
を
含

む
）
の
よ
う
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
は
統

計
上
、
非
農
業
の
民
間
企
業
・
組
織
で
、

従
業
員
規
模
一
〇
人
未
満
の
も
の
を

「
非
組
織
部
門
」
と
分
類
す
る
が
（
た

だ
し
従
業
員
規
模
一
〇
〜
二
四
人
の
組

織
も
一
部
非
組
織
部
門
に
含
ま
れ
る
）、

路
上
自
動
車
修
理
工
は
し
た
が
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
が
非
組
織
部
門
労
働
者
で
あ

る
。
一
般
に
非
組
織
部
門
の
労
働
条
件

は
組
織
部
門
に
比
べ
て
相
対
的
に
劣
っ

て
お
り
、
路
上
自
動
車
修
理
工
の
収
入

も
高
く
な
い
。
ち
な
み
に
作
業
は
普
段

着
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
こ

の
場
合
は
普
段
着
が
作
業
着
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
ま
た
路
上
修
理
工
は
お
そ

ら
く
一
〇
〇
％
、
男
性
で
あ
る
。

　

第
三
に
、「
路
上
自
動
車
修
理
工
」

は
正
式
な
職
業
分
類
で
は
な
い
。
事
業

主
が
作
業
場
を
所
有
し
そ
こ
で
作
業
を

行
っ
て
い
れ
ば
路
上
修
理
工
で
は
な
い

が
、
作
業
場
が
あ
っ
て
も
道
（
歩
道
を

含
む
）
に
は
み
出
て
作
業
を
行
っ
て
い

た
り
、
自
動
車
部
品
等
を
販
売
す
る
店

舗
が
作
業
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
持
た

ず
、そ
の
店
舗
前
の
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー

ス
（
通
常
は
道
路
）
で
作
業
を
行
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
そ

の
作
業
員
は
路
上
修
理
工
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
ま
た
駐
車
場
⑵

の
一
角
で
の

修
理
作
業
や
、
路
上
の
よ
う
に
見
え
る

が
実
際
は
（
法
律
上
の
）
道
で
あ
る
か

不
明
確
な
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
や
木

陰
で
の
作
業
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合

は
事
業
主
が
何
ら
か
の
店
舗
を
持
っ
て

い
る
か
ど
う
か
も
見
た
だ
け
で
は
わ
か

ら
な
い
。「
路
上
」
と
い
う
言
葉
に
は

観
察
者
の
印
象
や
判
断
が
反
映
さ
れ
得

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
オ
ー
プ
ン
・

ス
ペ
ー
ス
で
の
作
業
と
、
公
共
ス
ペ
ー

ス
（public space

）
で
の
私
的
作
業

お
よ
び
そ
の
占
拠
を
特
徴
と
し
て
い

る
。

　

第
四
に
、
同
じ
修
理
を
行
う
場
合
、

路
上
で
作
業
を
行
わ
な
い
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
正
規
デ
ィ
ー
ラ
ー
等
の
整
備
・

修
理
工
場
よ
り
も
、
路
上
自
動
車
修
理

工
（
ま
た
は
そ
の
事
業
主
）
に
依
頼
す

る
ほ
う
が
一
般
に
費
用
は
安
く
済
む
。

路
上
自
動
車
修
理
工
は
部
品
交
換
時
に

必
ず
し
も
メ
ー
カ
ー
の
純
正
品
を
用
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
新
製
品
で
は
な
く

中
古
部
品
を
使
い
回
す
こ
と
も
あ
る

⑶

。
品
質
に
つ
い
て
は
、
中
古
部
品
を

使
用
し
て
い
れ
ば
メ
ー
カ
ー
保
証
は
つ

か
な
い
し
、
修
理
工
が
高
い
技
術
・
技

能
を
有
し
て
い
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
「
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
」

の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
こ
れ
ら
は
、
路
上
自
動
車
修

理
工
の
生
み
出
す
経
済
付
加
価
値
は
一

般
に
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
あ
る
い
は
大
手
の

整
備
・
修
理
工
場
に
比
較
し
て
低
い
こ

と
を
意
味
す
る
。

　

以
上
が
路
上
自
動
車
修
理
工
に
関
し

て
持
つ
筆
者
の
印
象
で
あ
る
が
、
彼
ら

は
経
済
発
展
が
一
層
進
め
ば
、
路
上
か

ら
い
な
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
の

経
験
を
手
が
か
り
に
し
て
み
た
い
。

二
．
日
本
に
は
な
ぜ
路
上
自
動
車

修
理
工
が
い
な
い
の
か

　

筆
者
は
日
本
の
自
動
車
産
業
や
そ
の

整
備
・
修
理
業
に
明
る
く
な
く
、
今
日

の
日
本
で
路
上
自
動
車
修
理
工
が
（
日

常
的
に
は
）
見
ら
れ
な
い
理
由
は
知
ら

な
い
。
し
か
し
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を

指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

　

一
般
に
国
の
産
業
構
造
・
産
業
別
就

業
構
造
は
経
済
発
展
に
伴
っ
て
転
換
す

　

今
日
の
イ
ン
ド
に
「
路
上
自
動
車
修
理
工
」
な
る
人
た
ち
が
ど
の
く
ら
い
存
在
す
る

か
知
ら
な
い
が
、
途
上
国
に
あ
り
そ
う
な
職
業
と
い
う
か
、
働
き
方
と
い
う
印
象
は
共

有
さ
れ
得
る
の
で
は
と
思
う
。
筆
者
が
住
む
デ
リ
ー
で
は
、
い
た
る
所
で
と
は
言
わ
な

い
も
の
の
、
道
の
端
、
と
き
に
か
な
り
道
に
せ
り
出
し
て
四
輪
・
二
輪
（
ま
た
オ
ー
ト

リ
キ
シ
ャ
な
ど
の
三
輪
も
）
自
動
車
の
修
理
を
行
う
人
た
ち
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が

あ
る
。
年
輩
の
日
本
人
か
ら
昔
は
日
本
で
も
そ
ん
な
光
景
が
見
ら
れ
た
と
い
う
話
を
耳

に
し
た
記
憶
も
あ
る
が
、
筆
者
に
は
そ
の
真
偽
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
同
じ
自
動
車

修
理
と
い
う
仕
事
で
、今
日
の
イ
ン
ド
で
見
ら
れ
て
日
本
で（
少
な
く
と
も
日
常
的
に
は
）

見
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
思
い
、
考
え
て
み
た
の
が
小
稿
で
あ
る
。
経
済
発
展
で
先

を
行
く
日
本
で
見
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
い
ず
れ
は
イ
ン
ド
・
デ
リ
ー
か
ら
も
路
上
自

動
車
修
理
工
が
い
な
く
な
る
と
予
想
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
で
は
彼
ら
は
ど
こ
に

行
く
の
だ
ろ
う
か
。

太
田
仁
志

現
地

リ
ポ ー ト路

上
自
動
車
修
理
工
は

ど
こ
に
行
く
の
か
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る
。
第
一
次
産
業
↓
第
二
次
産
業
↓
第

三
次
産
業
と
い
う
転
換
は
ペ
テ
ィ
＝
ク

ラ
ー
ク
の
法
則
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

日
本
に
は
こ
の
法
則
が
あ
て
は
ま
る
。

戦
後
日
本
の
農
業
人
口
の
減
少
要
因
と

し
て
大
き
い
の
は
、
第
二
次
産
業
（
お

よ
び
第
三
次
産
業
）
へ
の
農
業
従
事
者

の
労
働
移
動
・
転
職
で
は
な
く
、
彼
ら

の
高
齢
に
よ
る
引
退
や
廃
業
と
、
農
家

子
弟
の
非
農
業
で
の
就
業
と
い
う
世
代

間
の
労
働
移
動
で
あ
る
。
こ
の
議
論
を

（
い
く
ぶ
ん
強
引
だ
が
）
自
動
車
修
理

工
に
あ
て
は
め
る
と
、
も
し
仮
に
日
本

に
も
路
上
自
動
車
修
理
工
が
い
た
と
し

た
ら
、
彼
ら
が
路
上
か
ら
い
な
く
な
る

の
は
、
主
と
し
て
高
齢
に
よ
る
引
退
・

廃
業
の
結
果
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
（
そ
の
子
弟
は
別
産
業
・
業
種
で

の
就
業
）。

　

日
本
自
動
車
整
備
振
興
会
連
合
会

（
日
整
連
）
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
九
年

の
自
動
車
整
備
工
場
一
事
業
場
あ
た
り

の
整
備
要
員
数
は
四
・
三
人
で
あ
っ
た
。

相
対
的
に
規
模
の
大
き
い
自
動
車
メ
ー

カ
ー
系
デ
ィ
ー
ラ
ー
等
の
存
在
を
考
え

れ
ば
、
系
列
外
の
一
事
業
場
あ
た
り
の

従
業
員
規
模
は
こ
の
四
・
三
人
よ
り
も

少
な
く
な
る
⑷

。
今
日
の
日
本
で
も
デ

リ
ー
と
同
じ
く
、
こ
の
よ
う
に
小
規
模

組
織
に
よ
る
事
業
運
営
が
主
流
で
あ
る

か
ら
、
路
上
か
ら
自
動
車
修
理
工
が
い

な
く
な
る
の
は
、
大
手
の
組
織
に
よ
る

吸
収
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
難

し
い
⑸

。
も
ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
別
組

織
へ
の
吸
収
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
日
本

で
は
新
卒
一
括
採
用
が
戦
後（
復
興
期
）

に
は
定
着
し
て
き
て
、
ま
た
日
本
の
賃

金
は
、
一
般
に
年
齢
が
高
い
ほ
ど
高
く

な
る
と
い
う
年
功
序
列
型
を
特
徴
と
し

て
き
た
の
で
、
と
く
に
大
規
模
組
織
ほ

ど
、（
従
業
員
の
賃
金
上
昇
の
頭
打
ち

は
あ
っ
て
も
）
一
定
の
年
齢
以
上
の
路

上
自
動
車
修
理
工
を
自
社
の
正
社
員
と

し
て
中
途
採
用
す
る
誘
因
は
低
く
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
路
上
作
業
を
し
て

い
た
自
動
車
修
理
工
が
別
組
織
で
の
中

途
採
用
を
機
に
路
上
で
作
業
を
し
な
く

な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
修
理
工
が
路

上
か
ら
い
な
く
な
っ
た
と
想
定
す
る
の

は
、
日
本
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
無
理

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
全
く
な
か
っ
た

と
は
思
わ
な
い
が
）。
つ
ま
り
、
こ
の

よ
う
な
産
業
組
織
の
再
編
と
い
う
経
路

で
は
な
く
、
小
規
模
組
織
が
路
上
作
業

を
し
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自

然
で
あ
る
⑹

。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
先
進
国
に
な

る
以
前
の
日
本
に
路
上
自
動
車
修
理
工

が
い
た
か
ど
う
か
筆
者
は
知
ら
な
い
の

で
、
上
記
は
「
も
し
仮
に
」
と
い
う
話

と
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
反
対

に
、
日
本
が
先
進
国
に
な
る
以
前
の
一

九
七
〇
年
代
あ
た
り
ま
で
の
日
本
に
路

上
自
動
車
修
理
工
が
い
な
か
っ
た
と
し

た
ら
、
そ
の
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
で
は
全
国
統
一
の
交
通
法
規
と

し
て
、
自
動
車
の
車
両
検
査
の
義
務
づ

け
は
、
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
）
の

自
動
車
取
締
令
に
遡
り
⑺

、
ま
た
、
今

日
の
い
わ
ゆ
る
車
検
（
自
動
車
検
査
登

録
）
制
度
は
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六

年
）
の
道
路
運
送
車
両
法
が
制
度
化
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
日
本
が

先
進
国
に
な
る
前
の
も
の
で
あ
る
。
道

路
運
送
車
両
法
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

同
じ
く
一
九
五
一
年
の
道
路
運
送
車
両

法
施
行
規
則
が
定
め
て
い
る
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
、
車
両
検
査
（
自
動
車
分
解

整
備
事
業
）
を
行
う
「
事
業
場
は
、
常

時
分
解
整
備
を
し
よ
う
と
す
る
自
動
車

を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
十
分
な
場

所
を
有
し
、
且
つ
、
別
表
第
四
に
掲
げ

る
規
模
の
屋
内
作
業
場
及
び
車
両
置
場

を
有
す
る
も
の
」（
道
路
運
送
車
両
法

施
行
規
則
第
五
七
条
一
）
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
自
動
車
分
解
整
備
事
業
の

経
営
は
（
地
方
運
輸
局
長
に
よ
る
）
認

証
制
（
道
路
運
送
車
両
法
第
78
条
）
で

あ
る
の
で
、
道
路
運
送
車
両
法
お
よ
び

同
法
施
行
規
則
が
厳
密
に
履
行
さ
れ
れ

ば
、
日
本
で
は
路
上
修
理
工
は
存
在
し

得
な
い
⑻

。
加
え
て
道
路
交
通
法
な
ど

の
道
路
の
不
法
占
拠
を
禁
ず
る
法
律

や
、自
治
体
別
の
条
例
も
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
法
令
が
あ
っ
た
上
で
、
行
政

機
関
の
法
執
行
に
関
す
る
力
量
も
状
況

を
左
右
す
る
。
こ
の
執
行
能
力
が
充
分

で
あ
れ
ば
、
道
路
運
送
車
両
法
お
よ
び

同
法
施
行
規
則
の
施
行
以
降
、
日
本
で

は
路
上
で
の
自
動
車
修
理
作
業
の
余
地

は
限
り
な
く
無
い
に
等
し
い
は
ず
で
あ

る
。

　

た
だ
し
筆
者
は
、
日
本
が
実
際
に
ど

う
で
あ
っ
た
か
は
別
と
し
て
、
上
記
の

よ
う
な
法
制
度
と
そ
の
執
行
の
み
が
路

上
自
動
車
修
理
工
の
存
在
し
な
い
要
因

で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
た
と
え

ば
経
済
面
・
経
済
効
率
の
側
面
で
あ
る
。

あ
る
財
（
こ
の
場
合
は
道
）
の
目
的
外

の
使
用
に
よ
り
経
済
効
率
が
損
な
わ
れ

る
な
ら
、
市
場
経
済
の
下
で
は
、
経
済

が
発
展
す
る
に
つ
れ
て
そ
の
よ
う
な
目

的
外
の
使
用
は
減
少
し
て
い
く
だ
ろ

う
。
非
効
率
を
引
き
起
こ
し
て
い
な
く

て
も
、
土
地
価
格
が
上
昇
す
れ
ば
経
済

価
値
の
よ
り
高
い
土
地
利
用
を
目
指
し

て
、
そ
の
土
地
で
の
業
務
が
相
対
的
に

高
い
付
加
価
値
を
創
出
す
る
も
の
に
移

行
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
路
上
自

動
車
修
理
工
が
生
み
出
す
付
加
価
値
が

小
さ
け
れ
ば
、
土
地
価
格
の
上
昇
に
伴

い
修
理
工
は
路
上
か
ら
い
な
く
な
る
。

東
京
の
オ
フ
ィ
ス
街
の
中
心
に
路
上
自

動
車
修
理
工
が
い
な
い
の
は
法
規
制
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。
ま
た
、
日
本
の

消
費
者
は
品
質
に
う
る
さ
い
と
い
わ
れ

る
が
、
財
の
質
は
も
ち
ろ
ん
経
済
効
率

に
も
影
響
を
与
え
る
。
必
ず
し
も
高
品

質
＝
高
付
加
価
値
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
も
の
の
、
両
者
は
全
く
矛
盾
す
る
も

の
で
も
な
い
。
ち
な
み
に
日
本
の
製
造

業
で
の
職
場
環
境
の
改
善
や
業
務
改
善

に
関
す
る
取
り
組
み
で
世
界
的
に
知
ら

れ
、普
及
し
て
い
る
5
Ｓ
活
動
（
整
理
、

整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、
躾
）
は
、
路
上

で
の
作
業
を
想
定
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
路
上
作
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、
市

民
社
会
の
あ
り
よ
う
や
「
公
共
」
を
ど

う
考
え
る
か
も
影
響
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
ら
は
時
と
と
も
に
変
わ
り
得
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る
も
の
で
あ
る
が
、
極
論
す
れ
ば
、
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
市
民

社
会
の
合
意
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
ノ

ル
ム
〔norm

、
規
範
〕
と
し
て
路
上

で
の
修
理
作
業
を
な
く
す
こ
と
も
で
き

る
か
ら
で
あ
る
⑼

。
路
上
で
の
修
理
作

業
は
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
占
拠
を
伴
う

が
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
か
ら
公
共

の
目
的
で
の
利
用
が
主
に
な
る
べ
き
な

の
か
、
そ
れ
と
も
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
で

あ
る
か
ら
こ
そ
私
的
利
用
も
許
容
さ
れ

る
の
か
。
加
え
て
、
景
観
・
外
観
に
対

す
る
意
識
も
関
連
す
る
だ
ろ
う
⑽

。
お

国
柄
と
い
う
か
国
民
性
と
い
う
か
（
国

内
の
地
域
柄
・
地
域
性
も
）、
そ
の
国
・

地
域
の
社
会
の
あ
り
方
が
反
映
さ
れ
て

い
そ
う
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
し
か
し
き
わ
め
て
重
要
な

の
は
、
安
全
面
へ
の
配
慮
で
あ
る
。
先

に
見
た
道
路
運
送
車
両
法
の
目
的
は

「
道
路
運
送
車
両
に
関
し
、
所
有
権
に

つ
い
て
の
公
証
等
を
行
い
、
並
び
に
安

全
性
の
確
保
及
び
公
害
の
防
止
そ
の
他

の
環
境
の
保
全
並
び
に
整
備
に
つ
い
て

の
技
術
の
向
上
を
図
り
、
併
せ
て
自
動

車
の
整
備
事
業
の
健
全
な
発
達
に
資
す

る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
の
福
祉
を
増
進

す
る
こ
と
」
で
あ
る
（
第
一
条
）。
経
済

効
率
面
だ
け
で
な
く
、
安
全
面
か
ら
も

自
動
車
車
両
や
部
品
の
質
・
性
能
が
枢

要
と
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
日

本
で
は
自
動
車
整
備
士
は
国
家
資
格

で
、
ま
た
通
常
は
二
年
に
一
度
の
車
検

は
事
故
防
止
が
第
一
目
的
で
あ
る
。
推

測
の
域
を
出
な
い
が
、
産
業
組
織
論
的

に
は
、
日
本
の
自
動
車
整
備
・
修
理
事

業
は
国
の
道
路
交
通
上
の
安
全
政
策
に

大
き
く
規
定
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

路
上
自
動
車
修
理
工
の
存
在
は
こ
の

よ
う
に
、
経
済
発
展
の
進
行
と
負
に
相

関
す
る（
＝
経
済
発
展
が
進
む
に
つ
れ
、

路
上
自
動
車
修
理
工
も
減
少
す
る
／
い

な
く
な
る
）
と
し
て
も
、
多
分
に
経
済

的
な
現
象
と
し
て
の
み
の
話
に
は
留
ま

ら
な
い
。

三
．
デ
リ
ー
に
は
な
ぜ
路
上
自
動

車
修
理
工
が
い
る
の
か

　

で
は
、
デ
リ
ー
に
は
な
ぜ
路
上
自
動

車
修
理
工
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ

ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
つ
ぎ
の

点
を
指
摘
し
た
い
。

　

ま
ず
法
規
制
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
で

運
転
免
許
や
自
動
車
の
登
録
、
自
動
車

の
保
全
等
を
規
定
す
る
の
は
一
九
八
八

年
自
動
車
法
（M

otor Vehicles Act, 
1988

）
と
一
九
八
九
年
中
央
自
動
車
規

則
（Central M

otor Vehicles Rules, 
1989

）
で
あ
る
。
後
者
の
中
央
自
動

車
規
則
第
六
三
条
に
、
自
動
車
の
登
録

に
関
連
し
て
認
定
試
験
事
業
場
の
敷
地

に
関
す
る
規
定
が
あ
る
が
、
通
常
の
修

理
・
整
備
作
業
場
に
関
し
て
は
、
本
法

お
よ
び
本
規
則
条
項
の
見
出
し
項
目
に

は
見
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
道
路
の
不
法

占
拠
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
二
年
全
国
幹

線
道
路
管
理
（
土
地
お
よ
び
交
通
）
法

（Control of N
ational H

ighw
ays 

(Land and Traffic) Act, 2002

）
が
幹

線
道
路
で
の
そ
れ
を
禁
じ
て
い
る
。
そ

の
他
の
規
制
は
現
時
点
で
は
未
確
認
だ

が
、
た
と
え
ば
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
の

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
ゲ
ー
ム
（
英
連
邦
ス

ポ
ー
ツ
競
技
会
）
開
催
時
に
実
際
に
行

わ
れ
た
、
道
に
は
み
出
た
り
道
を
占
拠

し
て
い
た
商
店
等
の
当
局
に
よ
る
取
り

壊
し
は
、
何
ら
か
の
行
政
権
限
・
法
的

根
拠
に
基
づ
く
は
ず
で
あ
る
⑾

。
し
た

が
っ
て
道
路
の
占
拠
を
伴
う
路
上
自
動

車
修
理
が
法
制
度
的
に
正
当
化
さ
れ
る

と
い
う
の
は
、イ
ン
ド
で
も
疑
わ
し
い
。

　

そ
う
す
る
と
、
路
上
自
動
車
修
理
工

が
存
在
す
る
の
は
、
通
常
時
の
取
り
締

ま
り
に
関
す
る
行
政
能
力
に
問
題
が
あ

る
か
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
私
的
使
用
を

社
会
が
許
容
あ
る
い
は
黙
認
し
て
い
る

こ
と
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し

他
方
で
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由

も
す
ぐ
に
思
い
つ
く
。
道
を
不
法
占
拠

し
て
い
る
路
上
労
働
者
、
よ
り
広
く
は

公
共
ス
ペ
ー
ス
を
不
法
占
拠
す
る
人
た

ち
に
は
低
所
得
者
層
が
少
な
く
な
く
、

強
制
排
除
は
そ
の
人
た
ち
の
生
活
、
場

合
に
よ
っ
て
は
生
命
に
関
わ
る
重
大
な

こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
の
中
に
は
不
法
占

拠
し
て
い
る
と
い
う
認
識
の
な
い
人
た

ち
も
い
る
だ
ろ
う
。
行
政
お
よ
び
法
手

続
き
的
に
正
し
い
こ
と
が
倫
理
的
に
も

正
し
い
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
強
制
排
除
の
実

施
に
は
政
治
コ
ス
ト
が
伴
い
、
ま
た
実

際
に
実
施
す
る
な
ら
何
ら
か
の
代
替
的

施
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

ず
、そ
れ
に
は
経
済
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

　

法
規
制
・
行
政
能
力
に
つ
い
て
補
足

す
る
と
、
法
規
制
の
執
行
が
何
ら
か
の

理
由
で
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で

あ
れ
ば
、
強
引
な
規
制
の
実
施
は
踏
み

留
ま
る
だ
ろ
う
。
行
政
の
執
行
能
力
に

疑
問
が
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
路
上
自
動

車
修
理
工
だ
け
規
制
し
て
露
天
商
は
認

め
る
と
い
う
よ
う
な
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
も
、
民
主
主
義
の
下
で
は
難
し

い
か
も
し
れ
な
い
。
人
権
に
関
わ
る
、

あ
る
い
は
喫
緊
の
事
項
に
つ
い
て
は
も

ち
ろ
ん
こ
の
限
り
で
な
い
が
、
法
規
制

の
有
効
な
執
行
に
は
一
定
程
度
〝
機
〞

が
熟
す
の
を
待
つ
こ
と
が
必
要
と
な
る

場
合
も
あ
り
、
そ
の
〝
機
〞
の
熟
成

に
向
け
た
取
り
組
み
も
重
要
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
前
項
で
見
た
市
民

社
会
の
あ
り
よ
う
や
「
公
共
」
と
相
互

に
関
連
す
る
。

　

当
事
者
に
関
連
す
る
事
情
と
し
て

は
、
所
有
す
る
の
が
高
価
な
新
車
で
は

な
く
中
古
車
で
あ
っ
た
り
、
質
や
性
能

に
は
こ
だ
わ
ら
ず
動
き
さ
え
す
れ
ば
よ

い
と
考
え
る
コ
ス
ト
に
敏
感
な
自
動
車

所
有
者
が
⑿

、
路
上
で
作
業
を
す
る
自

動
車
修
理
工
を
選
好
す
る
可
能
性
が
高

い
。
需
要
が
あ
る
限
り
、
前
項
で
み
た

よ
う
な
経
済
要
因
の
み
で
路
上
自
動
車

修
理
工
が
い
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

そ
も
そ
も
路
上
自
動
車
修
理
工
と
し
て

多
い
二
輪
自
動
車
は
、
所
有
者
の
所
得

水
準
と
関
連
す
る
側
面
も
あ
る
。他
方
、

供
給
側
＝
修
理
工
・
修
理
事
業
者
側
の

要
因
と
し
て
は
、
他
の
条
件
を
一
定
と
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す
る
と
、
資
金
制
約
等
の
た
め
に
作
業

敷
地
を
確
保
し
な
い
、
あ
る
い
は
で
き

な
け
れ
ば
、
路
上
で
の
作
業
を
続
け
る

こ
と
に
な
る
。

　

安
全
規
制
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
に
は

日
本
の
よ
う
な
数
年
間
隔
の
自
動
車
定

期
検
査
義
務
は
な
い
。
イ
ン
ド
に
も
自

動
車
部
品
の
規
格
・
性
能
に
関
す
る
規

定
が
一
九
八
九
年
の
中
央
自
動
車
規
則

に
あ
る
も
の
の
、
日
本
ほ
ど
今
日
、
そ
の

厳
密
な
履
行
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
⒀

。
路

上
で
の
修
理
作
業
が
実
際
に
実
施
さ
れ

て
い
る
の
は
、
イ
ン
ド
で
は
自
動
車
修

理
業
と
い
う
産
業
組
織
の
あ
り
方
に
国

が
積
極
的
に
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な

イ
ン
ド
の
安
全
規
制
の
相
対
的
な
緩
さ

と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

四
．
路
上
自
動
車
修
理
工
は
ど
こ

に
行
く
の
か
：
産
業
組
織
と

労
働
条
件
の
ゆ
く
え

　

イ
ン
ド
の
自
動
車
市
場
は
拡
大
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
し

て
自
動
車
修
理
工
へ
の
需
要
も
増
加
す

る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な

な
か
に
あ
っ
て
、
筆
者
は
近
い
将
来
に

路
上
自
動
車
修
理
工
が
デ
リ
ー
の
街
か

ら
い
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
る
が
、
永
遠
に
存
在
し
続
け
る
と
も

思
っ
て
い
な
い
。
自
動
車
修
理
工
が
路

上
か
ら
い
な
く
な
る
と
し
た
ら
、
引
退

す
る
か
、
廃
業
し
て
転
職
す
る
か
、
路

上
を
離
れ
て
私
有
の
敷
地
内
・
屋
内
で

自
動
車
修
理
業
を
継
続
し
て
い
る
か
の

い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ど
う
な

る
に
し
て
も
、
し
ば
ら
く
は
路
上
か
ら

自
動
車
修
理
工
が
い
な
く
な
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
も
う
一
度
、
日
本
の
自
動
車

整
備
工
場
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
前

出
の
日
整
連
に
よ
る
と
、
整
備
要
員
一

人
当
た
り
年
間
整
備
売
上
高
は
、
専
業

お
よ
び
兼
業
事
業
場
が
順
に
九
七
五
万

六
〇
〇
〇
円
、
一
〇
八
五
万
四
〇
〇
〇

円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
デ
ィ
ー
ラ
ー

は
二
二
八
三
万
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
整

備
要
員
の
平
均
年
齢
は
、
専
業
事
業
場

は
四
七
・
五
歳
、
兼
業
は
四
三
・
一
歳

で
あ
る
の
に
対
し
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
は

三
二
・
四
歳
で
あ
る
。
そ
し
て
整
備
要

員
一
人
当
た
り
の
年
間
給
与
は
、
専
業

事
業
場
は
三
四
六
万
九
〇
〇
〇
円
、
兼

業
は
三
七
〇
万
六
〇
〇
〇
円
、
デ
ィ
ー

ラ
ー
で
四
一
一
万
九
〇
〇
〇
円
で
あ

る
⒁

。
個
人
事
業
主
に
よ
る
整
備
・
修

理
事
業
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
よ
る
も
の
と

比
較
し
て
、
整
備
要
員
の
平
均
年
齢
が

高
い
一
方
で
創
出
付
加
価
値
が
低
く
、

ま
た
労
働
条
件
も
相
対
的
に
低
い
こ
と

が
わ
か
る
。
特
に
専
業
事
業
場
と

デ
ィ
ー
ラ
ー
で
は
、
専
業
は
平
均
年
齢

が
一
五
歳
も
上
で
あ
る
の
に
対
し
、
年

収
は
七
五
万
円
ほ
ど
低
い
。
売
上
高
や

年
収
に
は
組
織
の
収
益
力
が
反
映
さ
れ

る
が
、
こ
れ
ら
に
日
本
で
通
常
み
ら
れ

る
企
業
規
模
間
格
差
が
顕
著
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
平
均
年
齢
に

こ
れ
ほ
ど
の
差
が
あ
る
の
は
、
デ
ィ
ー

ラ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
関
連
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
は

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
し
て
、
整
備
士
が
実

際
の
整
備
に
携
わ
る
の
は
十
数
年
ほ
ど

で
、
そ
の
後
は
営
業
業
務
の
担
当
に
な

る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
一

定
の
年
齢
で
整
備
士
の
肩
書
を
外
れ
て

管
理
職
に
な
っ
た
人
た
ち
は
、
統
計
上

は
整
備
要
員
に
含
ま
れ
て
い
な
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
ど
ち
ら
で
あ
っ
て
も
、
実

際
に
デ
ー
タ
を
見
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
専
業

事
業
場
の
平
均
年
齢
の
四
〇
代
後
半
に

あ
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
従
業
員
の
平
均
年
収

は
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
整
備
要
員
の
平
均
年

収
の
四
一
一
万
九
〇
〇
〇
円
を
お
そ
ら

く
は
か
な
り
上
回
る
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、
自

動
車
の
整
備
事
業
よ
り
も
営
業
関
連
あ

る
い
は
管
理
業
務
の
ほ
う
が
創
出
付

加
価
値
は
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り

（
そ
れ
に
応
じ
て
よ
り
高
給
が
支
払

わ
れ
て
い
る
）、
ま
た
前
記
の
売
上

高
等
の
指
標
を
見
る
限
り
で
は
、
自

動
車
整
備
・
修
理
事
業
の
み
で
は
付

加
価
値
の
創
出
に
限
界
が
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
議
論
を
路

上
自
動
車
修
理
工
に
あ
て
は
め
る

と
、
経
済
発
展
あ
る
い
は
法
規
制
の

結
果
と
し
て
修
理
作
業
が
路
上
か
ら

私
有
敷
地
内
・
屋
内
に
移
動
し
た
と

し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
修
理
工
の

労
働
条
件
は
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。労
働
条
件
の
向
上
に
は
、

別
の
何
か
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
自
動
車
の
作
り
・
構
造
に
関

し
て
、
近
年
は
電
子
制
御
化
が
進
ん
で

い
る
。
四
輪
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
に
つ

い
て
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
電
気
、
水
素

な
ど
の
燃
料
電
池
自
動
車
な
ど
、
こ
れ

か
ら
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
社
運
を
握

る
開
発
競
争
が
先
進
国
を
中
心
に
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
の
一
般
販
売
は
ま
だ
で
あ

る
が
⒂

、
現
在
の
日
本
や
ア
メ
リ
カ
並

み
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
が
普
及
し
た
ら

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
果
た
し
て
イ

ン
ド
の
路
上
自
動
車
修
理
工
は
、
こ
の

よ
う
な
自
動
車
の
作
り
の
変
化
に
ど
こ

ま
で
対
応
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し

た
変
化
に
対
応
で
き
る
修
理
工
と
そ
う

で
な
い
修
理
工
の
間
で
、
作
業
を
通
じ

て
生
み
出
す
付
加
価
値
、
し
た
が
っ
て

ま
た
修
理
事
業
を
営
む
組
織
の
収
益
や4輪自動車の修理風景（筆者撮影）。
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修
理
工
の
賃
金
に
関
す
る
格
差
が
顕
在

化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
イ
ン
ド
で
は
現
在
も
四

輪
自
動
車
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
が
主
流

で
、
自
動
車
を
め
ぐ
る
技
術
進
歩
や
変

化
が
あ
っ
て
も
、
大
き
く
は
変
わ
ら
な

い
作
り
も
依
然
と
し
て
残
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、電
子
制
御
部
分
な
ど
に
つ
い
て
、

修
理
と
い
う
よ
り
は
そ
の
パ
ー
ツ
を
購

入
し
て
交
換
す
る
こ
と
が
（
路
上
）
修

理
工
の
主
要
作
業
の
一
つ
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
⒃

。
古
い
構
造
の
自
動
車
が

市
場
に
残
り
、
ま
た
部
品
の
交
換
が
修

理
工
の
主
要
作
業
で
あ
る
限
り
、
自
動

車
修
理
業
へ
の
こ
の
よ
う
な
技
術
要
因

の
影
響
は
限
定
的
か
も
し
れ
な
い
。
作

り
と
し
て
は
二
輪
自
動
車
の
ほ
う
が
複

雑
で
は
な
い
の
で
、
と
り
わ
け
二
輪
の

自
動
車
修
理
工
に
対
す
る
影
響
は
小
さ

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

イ
ン
ド
の
安
全
規
制
に
つ
い
て
は
前

項
で
見
た
が
、
そ
の
関
連
で
、
自
動
車

保
険
に
つ
い
て
最
後
に
触
れ
た
い
。
デ

リ
ー
で
街
を
見
て
い
る
と
、
車
体
に
き

わ
め
て
目
立
つ
傷
の
あ
る
自
動
車
や
古

い
自
動
車
を
頻
繁
に
目
に
す
る
。
破
損

個
所
を
ガ
ム
テ
ー
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
で
留
め
て
い
た
り
、
ひ
も
で
く
く
り

つ
け
て
い
る
も
の
を
見
か
け
る
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
車
が
イ
ン
ド
で
危

険
車
と
し
て
取
り
締
ま
ら
れ
て
い
る
か

疑
問
に
思
う
。
目
立
つ
傷
な
ど
の
あ
る

自
動
車
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ド

で
、
安
全
規
制
の
相
対
的
な
緩
さ
以
外

の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
イ
ン
ド
で
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
が
平
均
的
に
は
日

本
に
比
べ
て
荒
い
⒄

た
め
に
接
触
事
故

が
多
い
こ
と
、
第
二
に
他
者
と
の
物
理

的
な
距
離
が
日
本
よ
り
も
接
近
し
が
ち

な
こ
と
、
第
三
に
自
動
車
の
使
用
年
数

が
長
い
こ
と
⒅

、
第
四
に
自
動
車
所
有

者
の
平
均
的
な
所
得
水
準
が
相
対
的
に

低
い
こ
と
も
あ
る
た
め
か
、
一
般
に
整

備
に
必
ず
し
も
熱
心
で
は
な
い
こ
と
、

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
第
四
の

点
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
保
険
の
浸
透

度
に
も
要
因
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
え

る
。
イ
ン
ド
で
は
自
動
車
保
険
へ
の
加

入
は
義
務
な
の
で
、
そ
の
普
及
度
は
一

〇
〇
％
に
近
い
は
ず
で
あ
る
が
⒆

、
保

険
と
い
う
概
念
／
サ
ー
ビ
ス
が
先
進
国

に
比
べ
て
イ
ン
ド
で
は
浸
透
し
て
い
な

い
。
加
え
て
接
触
事
故
や
故
障
の
際
、

保
険
会
社
へ
の
請
求
手
続
き
が
煩
雑
で

あ
っ
た
り
、
安
く
修
理
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
保
険
会
社
に
請
求
を
行
う
誘

因
も
低
く
な
る
。
修
理
コ
ス
ト
が
低
い

た
め
に
保
険
を
利
用
し
な
い
こ
と
も
あ

れ
ば
、
保
険
が
利
用
で
き
な
い
た
め
に

低
コ
ス
ト
の
修
理
に
頼
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
。
接
触
事
故
の
多
さ
は

保
険
料
の
上
昇
圧
力
と
な
る
の
で
、
運

転
マ
ナ
ー
は
直
接
（
事
故
に
よ
る
も

の
）、
間
接
（
金
融
市
場
へ
の
波
及
等
）

に
経
済
の
効
率
と
経
済
運
営
に
関
連
す

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
保
険
市
場
の
成

熟
度
も
自
動
車
修
理
事
業
の
ゆ
く
え
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
日
の
イ
ン
ド
・
デ
リ
ー
に
路
上
自

動
車
修
理
工
が
い
る
の
は
、
複
合
的
な

要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
路
上
自
動
車
修
理
工
の
行
き
先
も
ま

た
、
個
別
の
要
因
と
そ
れ
ら
の
相
互
作

用
の
総
体
の
影
響
を
受
け
て
決
ま
る
こ

と
に
な
る
。
経
済
発
展
が
進
む
こ
と
に

よ
っ
て
イ
ン
ド
で
自
動
車
修
理
工
が
路

上
か
ら
い
な
く
な
る
と
し
て
も
、
そ
れ

は
経
済
発
展
の
進
行
と
並
行
す
る
諸
々

の
変
化
の
影
響
を
も
受
け
た
結
果
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
お
お
た　

ひ
と
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

在
デ
リ
ー
海
外
研
究
員
）

《
注
》

⑴
デ
リ
ー
以
外
の
都
市
で
も
お
お
む
ね

同
様
と
思
わ
れ
る
が
、
後
に
見
る
よ

う
に
、
路
上
自
動
車
修
理
工
は
正
式

な
職
業
分
類
で
は
な
い
こ
と
も
あ

り
、断
定
的
に
述
べ
る
の
は
難
し
い
。

⑵
デ
リ
ー
で
の
自
動
車
の
駐
車
は
通
常

の
駐
車
場
の
ほ
か
、
道
路
の
歩
道
側

に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
る
。
駐
車
禁
止
場
所
で

の
駐
車
を
含
め
て
、
デ
リ
ー
は
路
上

駐
車
が
多
い
。

⑶
過
去
に
数
回
滞
在
し
た
デ
リ
ー
市
南

部
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
、
す
で
に
動

か
な
く
な
っ
た
古
い
自
動
車
が
、
薄

い
カ
バ
ー
一
枚
で
雨
風
に
さ
ら
さ
れ

な
が
ら
物
置
と
化
し
て
置
い
て
あ
っ

た
。
ホ
ス
ト
い
わ
く
、
車
に
は
も
う

買
い
手
は
つ
か
な
い
が
、
解
体
す
れ

ば
一
部
の
部
品
は
中
古
と
し
て
修
理

業
者
に
売
れ
る
の
で
手
放
さ
な
い
で

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
こ
の

ホ
ス
ト
は
、
別
に
所
有
す
る
小
型
車

の
ド
ア
を
四
枚
全
部
交
換
す
る
必
要

に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
新

車
購
入
だ
っ
た
の
で
販
売
店
に
見
積

も
り
を
出
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

「
安
い
中
古
車
が
購
入
で
き
る
ほ
ど
」

高
額
だ
っ
た
た
め
、
近
所
の
自
動
車

修
理
工
を
連
れ
て
市
内
の
中
古
部
品

市
場
に
行
き
、
同
型
の
自
動
車
か
ら

使
え
そ
う
な
ド
ア
を
取
り
外
し
て
購

入
し
、
交
換
し
た
。
費
用
は
見
積
も

り
額
に
比
べ
て
一
桁
違
っ
た
と
い

う
。

⑷
日
整
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

（h
ttp
://w

w
w
4
.jasp

a.or.jp
/

ja
sp
a
h
p
/m
e
m
b
e
r/d

a
ta
/

w
hitepaper.htm

l

、
二
〇
一
〇
年

一
〇
月
二
五
日
ア
ク
セ
ス
）。
な
お
、 4輪自動車の修理風景（筆者撮影）。



45

路上自動車修理工はどこに行くのか

アジ研ワールド・トレンドNo.184 （2011. 1）

二
〇
〇
九
年
の
事
業
場
（
工
場
）
数

は
全
体
で
は
九
万
一
二
八
一
組
織

で
、
そ
の
内
訳
は
、
専
業
五
万
五
三

五
六
組
織
、
兼
業
一
万
六
〇
二
二
組

織
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
一
万
六
一
四
三
組

織
、
そ
し
て
自
家
三
七
五
一
組
織
と

な
っ
て
い
る
。

⑸
小
規
模
組
織
同
士
の
合
併
も
考
え
ら

れ
る
が
、
合
併
し
た
ら
路
上
で
作
業

を
し
な
く
な
る
と
考
え
る
必
然
性
は

な
い
。

⑹
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
前
段
で
見
た
よ

う
に
、
路
上
作
業
を
営
ん
で
い
た
修

理
工
の
引
退
か
廃
業
で
あ
る
。

⑺
道
路
交
通
問
題
研
究
会
編
（
二
〇
〇

二
年
）（http://w

w
w
.taikasha.

com
/doko/gaikancon1.htm

、
二

〇
一
〇
年
一
〇
月
二
五
日
ア
ク
セ
ス
）。

⑻
自
動
車
取
締
令
に
も
各
府
県
レ
ベ
ル

で
、
同
取
締
令
に
基
づ
く
「
自
動
車

取
締
令
施
行
細
則
」
が
公
布
・
施
行

さ
れ
て
い
る
が
（
道
路
交
通
問
題
研

究
会
編
、
二
〇
〇
二
年
）、
そ
の
詳

細
は
デ
リ
ー
で
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
府
県
に
よ
っ
て
は
本
施
行
細
則

で
路
上
で
の
修
理
作
業
を
禁
ず
る
規

定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。

⑼
も
ち
ろ
ん
実
際
に
は
、
そ
の
上
で
路

上
作
業
の
排
除
に
法
的
根
拠
を
設
け

て
い
る
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

社
会
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
の
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
危
険

を
伴
う
路
上
作
業
が
児
童
の
通
学
路

で
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、

保
護
者
や
学
校
が
そ
の
中
止
を
求
め

る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

⑽
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
、

屋
外
に
洗
濯
物
を
干
す
こ
と
が
禁
じ

ら
れ
て
い
る
。

⑾
物
乞
い
の
立
ち
退
き
・
排
除
は
一
九

六
〇
年
に
デ
リ
ー
に
適
用
が
拡
大
さ

れ
た
一
九
五
九
年
ボ
ン
ベ
イ
州
物
乞

い

防

止

法
（The Bom

bay 
P
revention of B

egging A
ct, 

1959

）
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
際
に
は
物
乞
い
で
は
な
い
行
商

人
や
ゴ
ミ
拾
い
も
（
一
部
）
対
象
と

な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

Econom
ic and Political W

eekly　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
四
〇
日
号

（Vol. X
LV, N

o. 44

）論
説（
八
ペ
ー

ジ
）
参
照
。

⑿
性
能
は
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
イ

ン
ド
で
コ
ス
ト
に
過
度
に
敏
感
な
人

た
ち
が
ど
こ
ま
で
性
能
の
こ
と
を
考

え
て
い
る
の
か
、
あ
ま
り
考
え
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し

な
い
で
も
な
い
。

⒀
た
だ
し
排
気
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
自

動
車
の
登
録
名
義
の
変
更
時
や
運
転

免
許
実
地
試
験
で
自
動
車
を
使
用
す

る
際
な
ど
に
、
規
制
を
満
た
す
証
明

書
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
。

⒁
日
整
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

（h
ttp
://w

w
w
4
.jasp

a.or.jp
/

ja
sp
a
h
p
/m
e
m
b
e
r/d

a
ta
/

w
hitepaper.htm

l

、
二
〇
一
〇
年

一
〇
月
二
五
日
ア
ク
セ
ス
）。
い
ず

れ
も
二
〇
〇
九
年
の
数
値
（
平
均
年

齢
は
六
月
現
在
、
整
備
要
員
一
人
当

た
り
売
上
高
と
年
間
給
与
は
各
事
業

場
の
六
月
に
最
も
近
い
決
算
期
の
数

値
）。

⒂
環
境
車
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
で
は
イ

ン
ド
企
業
と
米
国
企
業
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
始
ま
っ
た

小
型
電
気
自
動
車
会
社
の
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ａ

（
二
人
乗
り
）
が
有
名
。

⒃
今
日
の
日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況

が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

⒄
イ
ン
ド
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
お
よ

び
道
路
交
通
事
情
に
つ
い
て
は
、
二

〇
一
〇
年
一
〇
月
六
日
付
け
日
刊
紙

H
indu

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
）
の

社
説
欄
に
掲
載
さ
れ
た"Road 

sa
fe
ty
: a
 p
u
b
lic h

e
a
lth 

challenge"

（http://w
w
w
.hindu.

c
o
m
/
2
0
1
0
/
1
0
/
0
6
/

tories/2010100654611000.
htm

、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
六
日
ア

ク
セ
ス
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⒅
関
連
し
て
、
イ
ン
ド
で
は
日
本
ほ
ど

一
般
的
に
中
古
車
の
値
崩
れ
が
し
な

い
。

⒆
民
間
保
険
会
社
を
中
心
に
、
所
有
自

動
車
の
整
備
状
況
が
不
適
切
・
不
十

分
と
し
て
加
入
を
拒
否
す
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
場
合
、
最
終
的
に
は
公

営
保
険
会
社
の
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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